
 

 

福島第一原子力発電所事故を踏まえた 

シビアアクシデントへの対応に関する措置に係る実施状況（概要） 

 

＜国の指示内容＞ 

１．中央制御室の作業環境の確保 

緊急時において、放射線防護等により中央制御室の作業環境を確保するため、全ての交流電源

が喪失したときにおいても、電源車による電力供給により中央制御室の非常用換気空調系設備

（再循環系）を運転可能とする措置を講じること。 

 

＜当社の対応＞ 

中央制御室の空調 

○ 通常は、   の系統で、外気の一部取入れと屋外への放出により空調を行っている。 

○ 事故時は、  の系統で、中央制御室非常用循環ファンが自動起動するとともに、外気取入れお

よび放出が閉止し、閉回路循環運転に切り替わる。また、循環空気の一部をよう素除去フィルタ

が装着されたフィルタユニットを通すことにより中央制御室内の空気を浄化する。 

○今回の対策では、全交流電源喪失時においても、①②③の非常用換気空調系設備に電源車から電力

を供給することで運転を可能とする。 

 
機器名 通常時 全交流電源

喪失時 
今回の対応措置 

①中央制御室空調ファン 運転 停止 電源車から電力供給 
②中央制御室循環ファン 運転 停止 電源車から電力供給 
③中央制御室非常用循環ファン 停止 停止 電源車から電力供給 
④外気取入ダンパ、排気ダンパ 調整開 閉止 閉止 
⑤非常用循環ファン出入口ダンパ 閉止 閉止 開放（手動開放）※ 

※ 弁の駆動用空気がなくなるため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 

 

 

中央制御室 

中央制御室 

空調ユニット 

中央制御室非常用循

環フィルタユニット 

外気取入 

排気 

① 中央制御室空調ファン 

 

②中央制御室 
循環ファン 

③中央制御室 
非常用循環ファン 

④ 

⑤

⑤ 
④

閉⇒開 

閉⇒開

調整開⇒閉 

電源車 

＜大飯３号機の例＞ 
これまでの対策で必要な容量  約 255kVA  
今回追加する容量        約 39kVA 
※アニュラス排気ファン      約 22kVA 
合計             約 316kVA［402kVA］ 
   
電源車の定格容量 500kVA  （余裕約 184kVA） 
              ［余裕約 98kVA］ 
［ ］はピーク時（機器の起動） 
※水素爆発対策として電力を供給 

 事故時の空気の流れ 

通常時の空気の流れ 

放射性物質除去 

【中央制御室空調装置概要図】 

調整開⇒閉 



 

 

＜国の指示内容＞ 

２． 緊急時における発電所構内通信手段の確保 

緊急時において、発電所構内作業の円滑化を図るため、全ての交流電源が喪失したときにおけ

る確実な発電所構内の通信手段を確保するための措置を講じること。 

 

＜当社の対応＞ 

全交流電源喪失時、運転操作や現地の作業で使用するページング、またＰＨＳを含む内線電話の代

替通信手段を確保する。 
 

１．通常の通信手段 
機器 運用方法 電源 

(1)ＰＨＳを含む内線
電話、交換機 

 発電所内全般にて使用する。 
 

交流電源 
バッテリーあり 

(2)ページング 主に、運転操作や現地の作業等（中央制御室と現場、また

現場間）の連絡用に使われる。プラントの運転、現地作業、

試験、検査などでの使用を優先している。 

交流電源 
バッテリーあり 

 
２．全交流電源喪失時の通信手段 

機器 運用方法 電源 
(1)携行型通話装置 事故の復旧作業で立ち入ることになる、中央制御室やＤＧ室

等の間の連絡網を確保。＜有線＞（中央制御室と各室間でケ
ーブルを敷設済み。通話装置は携行。） 

乾電池 

(2)トランシーバ 屋外作業の連絡網 乾電池 
(3)衛星携帯電話 発電所と本店等との連絡網 充電式 
 
３．その他  

全交流電源喪失時、初動は建屋内のバッテリー駆動の非常照明が点灯し、通路等の照明は確保さ

れるが、多くの場所は照明が確保されないため、ハンドライト、ヘッドライトを配備する。 
 
４．中長期対策 

さらに、中長期対策として、交換機や、その他の通信設備を免震事務棟に移設するとともに、非

常用発電機からの給電を可能とする。（構築期間は６年間程度） 
 
＜発電所構内通信手段概要図＞ 
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＜国の指示内容＞ 

３． 高線量対応防護服等の資機材の確保及び放射線管理のための体制の整備 

緊急時において、作業員の放射線防護及び放射線管理を確実なものとするため事業者間における

相互融通を含めた高線量対応防護服、個人線量計等の資機材を確保するための措置を講じるととも

に、緊急時に放射線管理を行うことができる要員を拡充できる体制を整備すること。 

 

＜当社の対応＞ 

○事故時における高線量区域での作業のため、高線量対応防護服（タングステン入り）を各発電所に

１０着配備する。 

（６月末までに配備予定） 

 

◇タングステン製高線量対応防護服 

・重量：約 9.1kg 

・遮へい能力：約 20% 

 

○高線量対応防護服や個人線量計といった、現在、提供資機材リストに定められていない資機材につ

いても、必要に応じ原子力事業者間で相互に融通しあうことを確認した。 

 

○緊急時においては、放射線管理要員以外の要員が、放射線管理要員を助勢する仕組みを整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【放射線管理要員】 【放射線管理要員以外】

助勢
助勢業務（例）
・線量計貸し出し
・被ばく線量のデータ入力
・資機材調達

優先的業務（例）
・作業員被ばく低減
・放射線環境測定



 

 

＜国の指示内容＞ 

４． 水素爆発防止対策 

炉心損傷等により生じる水素の爆発による施設の破壊を防止するため、緊急時において炉心損傷

等により生じる水素が原子炉建屋等に多量に滞留することを防止するための措置を講じること。 

 

＜当社の対応＞ 

○格納容器の容積が比較的小さい大飯１，２号機は、水素の爆発防止対策として、格納容器内にイグ

ナイタ（水素燃焼装置）を設置しており、全交流電源が喪失した際にも、電源車からイグナイタに

電力を供給する。 

○格納容器の容積が大きい大飯１，２号機以外のプラントについては、炉心損傷事故が発生しても、

格納容器内は水素の爆発領域には至ることはなく、格納容器の健全性に影響を及ぼす可能性は低い

と考えている。しかしながら、格納容器から水素が漏えいした場合、格納容器に隣接するアニュラ

ス部に滞留し、濃度が上昇する可能性があるため、アニュラス部に漏えいしてきた水素が滞留しな

いように、アニュラス排気設備（フィルタを含む）により外部に放出することとする。 

今回の措置は、全交流電源喪失時においても、電源車からアニュラス排気ファンに電力を供給す

ることで、運転を可能とする。 

○中長期対策として、大飯１，２号機以外のプラントには、電源を必要としない静的触媒水素再結合

装置を配備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型ドライ型格納容器を
有するＰＷＲプラント

アイスコンデンサ型格納容器
を有するＰＷＲプラント

水素濃度が格納容器の健全性に影響を
及ぼすような濃度に至る前に水素を燃
焼させる対策としてイグナイタを設置済

格納容器内の水素濃度は格納容器
の健全性に影響を及ぼすような爆轟
領域に至らないと評価

静的触媒式水素再結合装置

【特徴】
・電源を必要としない
・水素濃度が一定値以上になると
自動的に反応が始まり、水素を
低減させることができる。

【中長期対策】

触媒
ﾌﾟﾚｰﾄ

水素、空気、水蒸気

空 気 、
水蒸気

格納容器内での水素爆発による格納容器破損の可能性は低い

【短期対策】

大型ドライ型格納容器のＰＷＲプラントに対し、格納容器内に静的触媒式水素再結合
装置を設置することにより、水素濃度を低減する。

大型ドライ型格納容器のＰＷＲプラントに対し、格納容器からアニュラスに漏えいしてき
た水素を外部に放出するため、アニュラス排気設備の運転手順書を整備した。

原子炉

排
気
筒

格納容器

外部遮へい ｱﾆｭﾗｽ排気系

ｱﾆｭﾗｽ部

ﾌｨﾙﾀ
ﾕﾆｯﾄ アニュラス排気設備の運転に必要

な電源は、配備済みの電源車から
給電可能

アニュラス排気設備の運転に必要
な電源は、配備済みの電源車から
給電可能

アイスコンデンサ型格納容器のＰＷＲプラントに対し、電源車からの給電によるイグナイ
タの運転手順書を整備した。

格納容器外での水素の多量の滞留を
防止するために以下の対策を実施

イグナイタ1系列の運転に必要な電源は、配備済みの電源車から給電可能

 

  爆発

大飯 1,2 号機 
＜比較的格納容器の容積が小さい＞ 

大飯 1,2 号機以外のプラント 
＜比較的格納容器の容積が大きい＞ 



 

 

＜国の指示内容＞ 

５．がれき撤去用の重機の配備 

緊急時における構内作業の迅速化を図るため、ホイールローダ等の重機を配備するなどの津波等に

より生じたがれきを迅速に撤去することができるための措置を講じること。 

 

＜当社の対応＞ 

 

○ 津波発生後、アクセス道路に散逸するがれき類を除去するため、

各発電所に１台 トラクターショベル（ホイールローダー）を配備した。

（平成２３年４月１１日配備。６月１日大型へ変更済み。）

○ 津波の影響を受けない高所に配備した。

美浜：EL17.0m ３号機復水タンク前 （予備燃料：EL17.0m、32.0mに計200ℓ保管）

高浜：EL30.0m ビジターハウス駐車場 （予備燃料：EL28.0mに170ℓ保管）

大飯：EL32.1m 特高開閉所駐車場 （予備燃料：EL15.0mに200ℓ保管）

【トラクターショベル（ホイールローダー）の仕様 （大型へ変更後）】

【美浜発電所の例】

２．３㎥２．０㎥１．９㎥バケット容量

１３．６１ｔ１０．６５ｔ９．５ｔ最大掘起力

１２．３５５ｔ９．６３５ｔ９．９６５ｔ重量

３．３４０ｍ３．２８０ｍ３．１９５ｍ高さ

２．７０ｍ２．４４ｍ２．４４ｍ全幅

７．０４ｍ６．８９ｍ６．９５ｍ全長

大飯高浜美浜

２００ℓ１７０ℓ２００ℓ燃料ﾀﾝｸ容量

１６ℓ／ｈ１４ℓ／ｈ１４ℓ／ｈ燃料消費量

約１２．５時間約１２時間約１４時間連続稼働時間

○ 津波発生後、アクセス道路に散逸するがれき類を除去するため、

各発電所に１台 トラクターショベル（ホイールローダー）を配備した。

（平成２３年４月１１日配備。６月１日大型へ変更済み。）

○ 津波の影響を受けない高所に配備した。

美浜：EL17.0m ３号機復水タンク前 （予備燃料：EL17.0m、32.0mに計200ℓ保管）

高浜：EL30.0m ビジターハウス駐車場 （予備燃料：EL28.0mに170ℓ保管）

大飯：EL32.1m 特高開閉所駐車場 （予備燃料：EL15.0mに200ℓ保管）

【トラクターショベル（ホイールローダー）の仕様 （大型へ変更後）】

【美浜発電所の例】

２．３㎥２．０㎥１．９㎥バケット容量

１３．６１ｔ１０．６５ｔ９．５ｔ最大掘起力

１２．３５５ｔ９．６３５ｔ９．９６５ｔ重量

３．３４０ｍ３．２８０ｍ３．１９５ｍ高さ

２．７０ｍ２．４４ｍ２．４４ｍ全幅

７．０４ｍ６．８９ｍ６．９５ｍ全長

大飯高浜美浜

２００ℓ１７０ℓ２００ℓ燃料ﾀﾝｸ容量

１６ℓ／ｈ１４ℓ／ｈ１４ℓ／ｈ燃料消費量

約１２．５時間約１２時間約１４時間連続稼働時間


